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研究成果の概要（和文）：本研究では、日本語母語話者の英語スピーキング能力に対する、英語学習開始年齢と
英語学習量の影響を調べた。日本で生まれ育ちながらも極めて高い英語力を獲得している日本人小中学生より英
語スピーキングデータを取得し言語学的に分析したところ、日本人大学生よりも発話量や流暢性において優れて
いた。この子どもたちは幼少期に英語教材などを通して家庭内で超長時間の英語接触を得ており、子どもの第二
言語獲得能力を発揮させるためには学習時期と学習量の両方が重要であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study investigated the effects of the onset age of English learning and
 the total amount of English learing on the English-speaking ability of native Japanese speakers. 
Japanese-speaking children attending elementary school or junior high school who had high English 
proficiency took part. Linguistic analyses of their English-speaking data suggested their 
superiority to Japanese university students in fluency and the amount of speech produced. The key to
 their high speaking performance seemed to be both the early onset of learning and the massive 
amount of exposure to English at home obtained through learning materials. 

研究分野：第二言語習得論

キーワード： 英語スピーキング　英語学習経験　スピーキング評価
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
子どもは高い言語学習能力を持っていると信じられていることが多い。実際に高い英語力を獲得している日本人
小中学生を対象にした研究から見えてきたことは、彼らが幼少期に英語学習を開始しているだけでなく、幼少期
のうちに超長時間の英語接触を得ている点である。こうした知見は、イメージで語られることの多い子どもの言
語学習能力の具体像を明らかにし、英語教育や子育てについて示唆を与える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
文科省は 2013年 12月、「グローバル化に対応した英語教育改革実施計画」の中で、小学校にお
ける英語の教科化の計画を示した。教科化全面実施が予定される 2020年に向けて、研究者や教
育現場を含む日本全体が、研究・開発・人材育成に取り組んで行く必要が生じていた。また、2014
年 10月には「英語教育の在り方に関する有識者会議」が英語入試でスピーキングを評価するこ
とを提言したように、英語教育でスピーキングの重要性がより一層高まっていた。 
 
学術的に小学校英語導入を支えているのは「臨界期仮説」（もしくは「感受期仮説」）である。こ
の仮説は、子どもの時に言語習得を容易にする特別な能力が、思春期以降は効率よく働かなくな
るというものであるが、2000年以降の研究においても、実証的データによって証明されたとは
言い難い。日本と同じく英語を外国語として学ぶスペイン人小学生らを対象とした大規模研究 
(Munoz 2006, Age and the Rate of Foreign Language Learning) では、この仮説を支持しない
複数のデータが提出されている。 
 
臨界期仮説とは相容れないデータが提出される一方で、この仮説の支持者が多いのも事実であ
り、引き続き子どもの言語学習能力について研究を深める必要があった。文科省は、小学生の柔
軟な適応力は英語の音声に慣れ親しむことに適しているとし、小学生年代では読み書きよりも
スピーキング・リスニングを重視している。スピーキングと臨界期仮説・早期英語教育を関連付
けて研究する必要性がますます高まっていた。 
 
 
２．研究の目的 
 
小学生などの子どもに対しては、大人と全く同じ言語評価方法が適応できるとは限らない。子ど
も向けの民間英語テストでは、英語音声を聴いてイラストに〇をして答えるという、子どもでも
親しみやすい工夫を施している。スピーキング評価でも、子どもに特有のテスト実施上の困難さ
を克服する工夫が必要である。したがって、小学生でも大人でも同じように適応でき、文法能力
や流暢性が評価できるような英語スピーキング評価方法に必要な条件は何なのか、明らかにす
る。 
 
スピーキングを含めて日本人の英語能力は個人差が大きい。個人差を正確に理解することで、教
育で英語学習を助けられる可能性が広がる。小学校英語との関連では、英語学習開始年齢（何歳
で英語学習を始めたか）と生涯英語学習時間（これまで何時間英語を学んだか）が特に重要であ
る。申請者は詳細なアンケートにより生涯英語学習時間を推定する手法を研究してきた（例えば
Ojima et al. 2011, Neuroscience Research）。こうした学習経験が英語スピーキング能力にどう
関連しているのか明らかにする。 
 
 
３．研究の方法 
 
まず、小学生を含む様々な年代で英語スピーキング能力を正確に評価できる方法を確立するこ
とを目指した。国際的に評価の高い研究を参考にしながら、英語スピーキングの評価方法につい
て幅広く調査し、日本の小学生から大人までの幅広い被験者に適用できそうな方法を選び出し
た。実際に予備的に被験者に対して試し、無音のビデオクリップの内容を述べさせる方法(Munoz 
2014, Applied Linguistics)を採用した。 
 
この方法を用いて英語スピーキングデータを得た被験者から、同時に、詳細なアンケートとイン
タビュー（被験者が子どもの場合は保護者対象に実施）を通して英語学習経験などのデータを得
た。これら二種類のデータを用いて、英語学習経験がどのようにスピーキング能力に関連してい
るのかを調べた。 
 
実験には被験者として日本人小中学生（子どもグループ）と日本人大学生（大人グループ）が参
加した。本研究は上記のように臨界期や子どもの言語学習能力をテーマにしており、ここでは子
どもグループが主要な被験者である。この子どもグループは、日本人の両親に生まれ日本で生ま
れ育ちながら極めて高い英語力を持つ小中学生から構成された。英語力の高さは保護者からの
事前情報によるが、言語学的に詳しく分析されていたわけではなかった。 
 
４．研究成果 
 
取得した英語スピーキングデータの書き起こしを行い、書き起こした英語に対して言語学的な
分析を行ったところ、子どもグループの英語スピーキング力の高さが確認された。発話量、流暢
性においては、国立大学の英語教員養成課程にいる日本人大学生よりも優れていた。つまり、こ



の小中学生グループは英語を専門とする大学生よりも高い英語スピーキング力を示すことが言
語学的な分析で支持された。しかしながら彼らは帰国子女ではない。アンケートとインタビュー
から得た英語学習経験に関するデータが示したのは、幼少期における家庭内の超長時間の英語
接触である。言語学の教科書にはテレビからは言語を獲得できないことがよく書かれているが、
この子どもたちはビデオなどの視聴覚英語教材に長時間接することで、まず英語インプットを
定着させ、その後で自発的に英語を喋りだしたようである。子どもの第二言語獲得能力を発揮さ
せるためには学習時期とともに、学習量も重要であり、教材を通した英語接触にも効果があるこ
とが示唆された。 
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